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不要不急の会合は自粛だそうですが、 

この会は必要緊急の会ですから実施します。 

■今回はコロナウイルスの薄そうなさいたま市の浦和に

行きます。 

浦和は長い間埼玉県の県庁所在地でしたが、列車が止ま

らないのでゆうめいな県庁でした。現在は様々な列車が停

まるようになりましたが、大宮と合併してさいたま市の浦

和区に格下げになりました。新幹線の停まる大宮の方が埼

玉県の中心になっています。 

でも浦和というのは歴史があり落ち着いたいい街であ

ると私は思っています。昔は列車の通過する県庁所在地で

したが今は「浦和」と名のつく JR線の駅は7つあります。 

  

  

  

  

ということで浦和と名づく駅を全部回ってみました。 

浦和、南浦和、北浦和は京浜東北線、東浦和、武蔵浦和、

西浦和は武蔵野線、武蔵浦和（同じ名前だが離れている）

と中浦和は埼京線です。武蔵野線で独自の名前は新座だけ。

あとは方角、新、本など。 

 

■さいたま市 

 合併してさいたま市になりましたが、浦和レッズと大宮

アルディージャと 2つの Jリーグチームがあります。他に

はないかと思っていたら横浜も大阪も 2 チームありまし

た。驚くほどのことではなかった。 

 駅前風景と駅近くの河津桜（2月 19日） 

  

 

■ 調神社（つきじんじゃ） 

『延喜式』（972年）に「調神社」と記載され、式内社に列

している 中世のころから「調」が「月」と同じ読みで、

月待信仰と結びついたという。もし最初から「月」の神社

であったら、祭神は月読命になっていたはずだが、現在の
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祭神にその名はない。 

祭神は次の3柱  

天照大御神（あまてらすおおみかみ） 

豊宇気姫命（とようけびめのみこと） 

素盞嗚尊（すさのおのみこと） 

本来は豊宇気姫命の場所に月読みが入るはずだが、なぜこ

うなっているのかわからない。 

 

■月神社 

  

  

中山道に面した正面を見ると普通鳥居がある場所に石の

柱が 2 本あるだけ。この神社には正面鳥居はありません。

なぜかよくわからないけど。 

 両脇の狛犬があるところに狛ウサギがある。私は 2011

年のウサギ年の正月に来た時に見たものと違って新しい。

いつ変えたのかと思っていたらありました。 

 

万延二年建立だそうだ。（万延は 1年しか続かなかった） 

■調神社 

1839 年には、国学者の平田篤胤が参拝して『調神社考

証』を著している。調神社は伊勢神宮に納める初穂を入れ

る倉庫から発展した神社であるとした。 「調」とは朝廷へ

の調物（貢ぎ物・御調物）を納める御倉だった。 

 

租庸調の税制は 

大化の改新で中国の唐を手本にして取り入れられた。 

● 租 

田 1 段につき 2 束 2 把、田の面積を基準とした田租と

なっている。 

● 庸 

正丁（21歳～60 歳の男性）・次丁（61歳以上の男性）

へ賦課された。京へ上って労役が課せられるとされていた

が代納物として布・米・塩などを京へ納入したものを庸と

いった。庸を米で納める場合は庸米（ようまい）、布で納め

る場合は庸布（ようふ）と称した。改新の詔では、人頭税

の一種といえる。  

● 調 

正丁・次丁・中男（17歳～20歳の男性）へ賦課された。

繊維製品の納入（正調）が基本であるが、代わりに地方特

産品 34 品目または貨幣（調銭）による納入（調雑物）も

認められていた。 

京へ納入され中央政府の主要財源として、官人の給与

（位禄・季禄）などに充てられた。 

▲「鳥居が無いこと」 

倭姫命の命により「調」物の運搬の妨げとなる鳥居・神

門を取り払ったことによると伝えており、この伝承も調神

社の前身が御倉であったことを表すものとされる。 

Wikipedia に書いてあった。 

 

■狛犬 

 いわゆる狛犬はなかったが、拝殿脇の鉄製の立派な天水

桶を支えている狛犬が片側 3匹、合わせて 6匹いました。 

全部載せておきます。 
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■ 旧本殿 

  

  

 

2011 年に初詣に来た時にはまだ古いままでだったが、今

回見たら極彩色に復元されていた。日光東照宮のようだが、

ここは全部うさぎである。 

 噴水でうさぎが水を噴き出している。欄間の彫刻もすべ

てうさぎ       うさぎ     であった。 

 

■別所沼 

 旧中山道を歩いて県庁の方へ少し戻って見ます。 

旧中山道と直角方向に歩いてみると少し下ががってい

ることがわかります。ここに昔は川が流れていたこと

がわかります。 

 県庁に向けてまた坂を上がります。国道 17号線を渡

ってしばらく行くと下り坂になって右手に別所沼が見

えます。 

 この別所沼は昔の荒川の入り江だったところです。

すなわち浦です。きっと和やかな浦だったのでしょう

ね。荒川の河口近くに「川口」があったのでしょう。汽

水域の浦には天然ウナギがいたのでしょう。浦和の名

物はウナギです。 

 山崎屋が老舗です。一度だけ食べたことがあるので

すが、今は高いんだろうな！ 

 

 

■ 次回は 3月 28日（土） 

干支の狛犬巡り 世田谷善養寺 

集合場所：東急大井町線 等々力駅 

集合時間：1時 30分（遅れ OK） 
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